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＜出来形管理＞ 

○新潟・富山・石川地区でi-Construction
実技講習会(第2回)を実施 
  平成28年9月13日（火）～15日（木）に、管内3
箇所においてICT実技講習会を行いました。 
  ３０７名もの多数の参加をいただき、UAVやLS
のデモンストレーション、3次元データ作成講習
などの実務について講習を行いました。 

 従来の土工の出来形管理は、一定間隔の断面毎に、幅、高さ、法長等を計測していましたが、「ICT活
用工事」における出来形の評価方法は、空中写真測量（UAV）・レーザスキャナ（LS）を用いて計測した
地形を示す3次元座標から出来形の評価に用いる『出来形評価用データ』（図-2参照）を作成し、『3次元
設計データ』との較差（標高または水平（図-3参照））により、「各点毎の規格値」「点群全体の平均の規
格値」（表-1参照）の両方が満足しているかの確認と、規格値に対する較差の割合をプロットした出来形
分布図（ヒートマップ）（表-1参照）によりバラツキを確認して、出来形の良否判定を行います。 
 今号は、ICT活用工事における出来形管理資料の作成ポイントなどを紹介します。 
 

3次元設計ﾃﾞｰﾀ 出来形評価データ 

比較対象箇所を抽出 比較基準面を抽出 

例：最下点（盛土管理に有利）、中央
点等様々な抽出方法がある。 

図-2 計測した点群データの密度を減らす方法の一例 

２．出来形計測箇所 
 出来形管理における計測点は、平場面、天端面、法面の全面とし、全ての点で設計面との標高または水
平較差を算出して管理します。 法肩、法尻から水平および鉛直方向に±5cm以内に存在する計測点は、
評価から除きます。 

※掘削工の法面の場合、勾配が１割
より緩い場合は標高較差で管理す
るのが望ましいとされています。 
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図-4 出来形管理の測定点（例：掘削工） 

１．出来形計測 
 最初にUAV・LSを用いて計測し、3次元座標値の点群データ
を取得します。その計測したデータは、大量の点群データの
ため、そのまま使用すると、コンピュータによる後処理を著しく
低下させる可能性があります。 
 そのため、基準を満たす範囲内で点群密度を減らす調整を
行い、専ら出来形の評価に供する『出来形評価用データ』お
よび数量算出に利用する『出来形計測データ』を作成します。 

【点群密度の間引き基準】 
『出来形評価用データ』（出来形評価用） 
 点密度：１点以上／1m2 （1m×1m） 
『出来形計測データ』（数量算出用） 
 点密度：１点以上／0.01m2 （0.1m×0.1m） 

 「ICT活用工事」では、受注者は施工完了後、起工測量と同
様にUAV・LSを用いた計測によって、出来形管理資料を作成
します。監督職員はその内容を確認します。 

図-1 UAV・LSによる3次元座標値の点群計測イメージ 

図-3 水平較差の算出イメージ 

中心線 

 測定点における中心
線に直行する断面上で、
同一標高での測定点と
設計点との水平距離を
算出します。 
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 『出来形評価用データ』のうち、99.7%以上 
が「出来形管理基準及び規格値」に記載され
ている「個々の計測値」の規格値を満たさな
ければなりません。（0.3%、1,000点につき3点
未満は規格値を外れても良い） 
  出来形管理図表を自動作成する「出来形票帳
作成ソフト」は、各ベンダーで作成中ですが、この
ソフトが無くても作成は可能です。 
ソフトの対応状況はOCFのHPで情報提供されて
います。(http://www.ocf.or.jp/cim/LandList.shtml) 

【ワンポイント】 ３．出来形管理図表の作成 
 出来形確認箇所ごとに出来形管理図表を作成します。 
 出来形管理図表は、測定箇所における『出来形評価用
データ』と『3次元設計データ』の面データとの較差を算出
し、出来形管理基準で定められた測定項目を表形式で整
理するほか、バラツキを表現するために、規格値に対する
較差の割合をプロットした出来形分布図（ヒートマップ）を
作成します。 
 検査時には、測定項目の規格値を満足しているかの確
認と出来形分布図（ヒートマップ）によるバラツキを確認し
て良否を判定します。  

・出来形管理基準で定められた測定項目（平均値、最大値、
最小値、データ数、評価面積、棄却点数）を表形式で整理 

・出来形評価用データのポイント毎に規格値に対する較差の割
合を  -100%～+100%の範囲で色分け。 
・±50%の前後、±80%の前後が区別できるように配色を工夫。 

規格値の50%以内に収まっている計測点の個数、規格値の80%以
内に収まっている計測点の個数を明示することが望ましい。 

４．数量算出 
 数量計算方法については、監督職員と協議を行います。 
 3次元CADソフトで算出する場合 ① 点高法 ② ＴＩＮ分割等 ③ プリズモイダル法を標準とします。 

出来高分布図 
（ヒートマップ） 

詳細については、『空中写真測量（無人航空機）を用いた出来形管理要領（土工編）（案） 』及び『レーザースキャナを用い
た出来形管理要領（土工編）（案） 』を参照下さい。  

表-1 出来形管理図表 作成例 

各点毎の規格値 

点群全体の平均の規格値 

◆ＩＣＴ土工工事情報（平成28年9月26日現在）                                          （件） 
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